
{その1}

(ふ り が な)ふ じいひさゆきこうえんかい(と うほうかい)

1政 治 団 体 の 名 称 藤井比早之後援会(藤 鳳会)
、

"

収 支 報 告 書 平成25年分
(開 催分)

一一

政 治 団 体 の 区 分

□ 政 一 党 口 政治資金規正法第18条 の2第1項

□ 政 党 の 支 部 規 定 に よ る 政 治 団 体

ロ 政 治 資 金 団 体 凹 そ の 他 の 政 治 団 体

ロ そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

一一一一

2主 た る 事 務 所 の所 在 地 兵庫県神戸市西区伊川谷町潤和1060-5

(アパート・マンション各)
一

(姓)(名)3代表 者 の 氏 名

藤井 比早之

活 動 区 城 の 匡 分 一
□2以kの 都道府県の区域等 巳 同 ・の都道府県の区域内

4会 隷 儲 の氏名　黒田豊人 一
資金管理団体の指定の有無

I

I

園会議員関係政治団体の区分

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓)(柘)

面野 功

図.有'

口 血壬',、、

公 職 の 種 類 衆 議院議 興

(現職 ・候補音の別)(現 職),

一
回 政治資 金規 正法 第19条 の7第1項

第1号 に係る薗会議員関係 政治団体

臥 政治資 金規 正法 第19条 の7第1項

第2号 に係る團会 議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者 〔姓)幡}
の 氏 名 藤井 比早之.

(電 話)078-978一 正390

一一
酸管驚耀 輌濃墜

1塁 隔 ・ 公 職 の 種 類 衆議院議員
(現職・候補者の別}(現 職)

(電話)

(電話)

一 一L

■

公 職 の 候 補 者 姓}(名)
の氏 名 〔2人 周)

公 職 の 種 頚

(現職 ・候補者の別)

公 職 の 候 補 者{姓)(名,

の 氏 名{3人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

愈 資金管理団体の指定の期間

一一
国会巖員閥係政陪団体に関する
特例の適用期間

1

12653・ 一⊃
か ら

まで

から

まで一
号

(来複 数の期閏がある場合2つ め以降の期間) (※複凱の期間がある場合2つ め以降の期闘)
一一



【エ ラーチェ ック済】

(その2)収 支 の 状 況

1収 支の総括表
一

収 入 総 額 2,918,978
(前 年 か ら の 繰 越 額) 2,878,637
(本 年 の 収 入 額} 40,341一一

支 出 総 額 2,900,450
翌 年 へ の 繰 越 額 18,528

2収 入項目別金額の内訳

q)個 人の負担す る党 費又は会費
一

金 額

一

〇

員 数{党 費又は会費を納入した人の数) 10

一

(2}寄 附

ア 寄 附(イ を除 く。)の 区分

一

金 額 備 考
一

〔ア}個 人 か ら の 寄 附 40,000
(う ち 特 定 寄 附) 0

一

(イ)法人その他の団体か らの寄附 0
(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0
小 計(ア)+(イ)+㈲ 40,000
(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) 0

一

イ 政 党 匿 名 寄 附 0
合 計(ア+イ) 40,000一



【エラーチヱック済】

(そ の6)

⑥ その他の収入

行番号1 摘 要 金 額

一

備 考

1

2

3

一

4

一

5

一

6

7

8

一

9

10

一 一

11
一

12

一 一

13

14
1

15
1

1件10万 円 未 満 の も の

一一

341一 一一

合 計 341一一 一 一



【エラーチェック済】

(そ の7)

{7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 L個 人

行番号 寄附者の氏名(又は名称)

一

金 額 年 月 日 住 一所 爆 噸 在地) 職業 〔又は代表者の氏名) 備 考

1 岡 田 イ多爽 3¢ooo ギオ4、
」 一 一曜艶.哩 一コ・Ω 雷6二 ¶ 一 距 電血.〒.

診初鎌葦鱗 蕩;薯垂翠 門 耳
2 孝巻 砂1彦丈 ノ006)δ 悔 、6、ンノ

群
隼独 魏 伽 σノーレが 雛 広

3
f

4

5

6

7

8

9

一 一 一

10

11

12

一

13

14

15

一

幽

そ の 他 の 寄 附 』nhf唖A 毅

斗
、

ヨu,uuい

合 計

一

40,000



【エラーチェック済】

(その13)

3支 出項 目別 金 額 の 内 訳
一一

(P支 出 の 総 括 表

項 目 金 額

一

備 考

本郵又肛支部に対レて

供与Lた 交付金に像る支出

1経 常 経 費

ω 人 件 費 0 0
② 光 熱 水 費

一 一

〇 σ

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0

{4)事 務 所 費 450 0

小 計 450 0
一一

2政 治 括 動 費

(1)組 織 活 動 費

一

〇 0
② 選 挙 関 係 費 0 0

㈲ 機関紙誌の発行その他の事業費

一

〇 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 富 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資 金パーテ ィー開催事業 費 0 0

工 そ の 他 の 事 業 費 0
一

〇

{4)調 査 研 究 費 0 0
㈲ 寄 附 ・ 交 付 金 2,900.0ClO 0

⑥ そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 2,900,000 0

合 計 2,9CIO,450一 一



【エラーチェック済】

1その14〕

12}経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
伐 は名称》

支出を受けた者の住所
1又は所在地) 備 考

1

2

一

3

一

4

5

6

一

7

一

8

9

一

10

一

11

12

一一

一

13

14

一 一一 一

15
一

そ の 他 の 支 出

一

450

合 計

一一

450



【エラーチェック済】

(そ の15)

一 一

(3}政 治活動費 の内訳 項 目 別 区 分
8.寄 附 ・交 付 金

寄付

行番丹 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
1又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地} 備 考

1 寄付 2,900,000 H25/12/12
自由民主党兵庫県第
四選挙区支部 、

一
神戸市西区伊 川谷町潤和106
0-5〆

2

一

3

4

一 一 一

5

一一

一

6

7

8

9

一

10

一

11

12

一

13
1

14

15

一

1
一一

そ の 他 の 支 出 0
一

合 計 12,900,000一 一一



【エ ラーチェ ック済】

(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表
一

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 』血 地 口 1[ヨ

一

イ 建 物 口 凹

ウ 焦惣豊逝査圭旦的圭す至地上権x基 上地璽亘備権

一一

口 回

工 亟 世 の 価 題 座 皿q互 豊 亙 超 え 至 愛 産 口

一

回

オ受碧齪 預(響畿 撃 錐 辱β 口 回

一一 一
1力 血 銭 信 並

口 団

キ 査 価 証 遂 口 回

ク.出'責 ⊥二 よ 」盗 権 利 口 回

ケ 貸位先ご、と璽残直塑ユ旦〇五且亙超え亙旦付金 口 回

コ 糞 払 ぬ 亟 た 血額 塑皿1互 置 壷 超 孟 互 堂盒 b 回

一
サ蟹塑 鯉 縦 超野 塵 幽 息腿 口 回

シ 債ム先互上璽残産塑皿 互」亙亙超え至盤ム血 口 画

一



【エ ラーチェック済】

(その2ω 宣 誓 書
一 一

添付書類{別 添の とお り)

口 1領 収 慰等の写 し

口 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。}

回 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に隈る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

よ'

平成26年5月 攣1 1

政治団体 の名称 藤井比早之後援会(藤 鳳会)

会計責任者の氏名 黒木 豊人 簿
1 唾 一 ぜ.1

代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入すること)

〔印)



政治資金監査報告書

平成26年5月24il

『藤井比早之後援会(藤鳳会)』

嚇 井比早之殿
_資_砂1薩 蘇

磁 幡 号 第Jl〕号

研修修r年 月 日 平成20年12月25旧

1.監 査の概要

(1)私 は、政治資金規 正法(以 下 「法」という。)第 ユ9条の13第1項 の規 定に恭づ き、『藤 井比早

之後援会(藤鳳会)』の平成25年 に係る法第ユ2条第1項 に規定する収支報告 書のすべての期間
ノ

を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領

収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の闘

的が記載された振込明細 需の写しを含む。以下間じ。)にっいて、支出に開する政治資金監査を

行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が

定める「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下「政治資金監査マニュアル」という。)に基づ

き行 った。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、閣会議員関係政治団体の会計責任者の作成又

は徴取した収支報告 欝並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細爵、領収書等、領収書等を

徴 し難かった支出の明細 瀞、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的 書ついて、政治資金監

査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査は、『藤井比 早之後援会(藤 鳳会)』の主たる事務所において行った。

2、 監 査 の結 果 胃

私が実施した政治資金監査の結果は、以 ドのとおりである.

(1)法 第]9条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細書及び領収書等が

保存されていた.,

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該闇会議員関係

政治団体に係るその年における支出の状祝が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会

計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する薯項について、法第12条 第1項 に規定する収支報

告書は、会計帳簿、明細書及び領収書等に慕ついて支lllの状況が表示されていた.

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規建する事項について、領収書等を徴 し難かった支出の明細

書及び振込明細書に係る支出目的書は存在しなかった。

3,業 務制限

『藤井比早之後援会(藤鳳会)』と私との問には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する事実は

な い。

以 上二


